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研究成果の概要（和文）：本研究は、戦争・紛争の語りのなかで場所や風景が帯びる意味と重要性を明らかにす
ることを目的としている。主な研究対象地域はイギリス領北アイルランドと南米のチリである。長期紛争の終了
後にも異なる民族コミュニティが分かれて暮らす都市ベルファストにおける政治壁画・記憶壁画や、軍事独裁期
の記憶を描くチリのタペストリー、「アルピジェラ」のなかに、土地に対する愛着と辛苦の表現がいかに風景描
写としてあらわれるのかを分析した。この研究成果は、2015年に出版した単著の一部をなした。また、軍事独裁
期の記憶を描くチリのタペストリーについては、その研究成果が、2017年度に仙台・京都・長崎の巡回展として
公開されている。

研究成果の概要（英文）：This research project explores the symbolic and physical importance of place
 in memories of war and conflict, through a focus on visual, tactile and narrative representations 
of landscape. Studies were mostly conducted on the cases of Northern Ireland and Chile. Major 
objects of analysis are: The political and memory murals in working-class districts in Belfast, the 
city that still observes a high percentage of ethnic segregation even after 15-20 years since the "
peace" agreement; Chilean tapestries called "arpillera", media of testimonies of experiences during 
the dictatorship, sewn by women in poor neighbourhood. The outcomes of this project became part of 
my book published in 2015, and also are being made public in an exhibition "Stitching Memoryscape" 
that is held in Sendai, Kyoto and Nagasaki in 2017.

研究分野：文化・社会人類学
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１．研究開始当初の背景  
	
 研究代表者は 20世紀後半に約 30年の武力
紛争を経験した北アイルランドにおける紛
争の記憶を、2005 年より調査してきた。主
にオーラルな証言やライフ・ストーリーとし
て語られる記憶に焦点を置いて聞き取りや
分析を行ってきたが、そのなかで、単に社会
的・政治的メッセージを伝えるだけでなく、
場所のイメージを強く持つ経験談こそが、地
域コミュニティや親族の間で、しばしば世代
を超えて、広く伝わっていくことに気づいた。
また、紛争や政治暴力の過去が「生の経験」
として世代を超えて継承されていく現場で
は、ことばを通じた語りのみならず、視覚や
身体感覚にうったえるような多様なコミュ
ニティ・アートが重要な役割を果たしている
ことも感じるようになった。これは、人間の
記憶や情感、行動が、「その場にいること」
によって喚起され導かれるからでもあろう。
わたしたちは頭のなかの考えのみから自身
の記憶をコントロールすることはできない。
ことばをつうじてまとめあげることが容易
でない五感や身体の経験のなかで、記憶を刷
新していくのである。 
	
 記憶のこの側面にアプローチすべく、本研
究では「風景」をキーワードとすることにし
た。戦争や紛争の記憶のなかで、風景のイメ
ージは、一方では「自分の居場所」という愛
着・安心感に、他方では頻発する暴力への恐
怖や耐えがたい記憶に、同時に結びついたも
のとなっている。このアプローチは、従来の
「記憶の政治学」研究が、過去について何か
を思い起こしたり表現する個人、集団あるい
は社会組織を、過剰に首尾一貫した主体とし
て描いてきたことに対する批判意識から生
まれてきたものでもあった。 
 
 
２．研究の目的  
	
 本研究の目的は、戦争・紛争の語りのなか
で場所や風景が帯びる意味と重要性を明ら
かにすることにあった。とくに長期紛争の経
験に焦点をあて、①日常生活の場が戦場にな
るなかで、個々人ではなく場所を中心とした
物語が生まれ共有されていく理由、②そこで
語られる風景が人びとのトラウマ的記憶と
愛着・ノスタルジーの双方と同時に結びつい
ている可能性、これら二点を明らかにするこ
とを目的とした。 
 
 
３．研究の方法  
	
 本プロジェクトは、主として以下の三つの
焦点・手法の研究で進めていった。	
 
（１）北アイルランドの分断地区における壁
画の研究。	
 
	
 アイルランド系カトリックとイギリス系
プロテスタントが地区ごとに分かれて暮ら
すベルファストの労働者階級地区にて、地区

を彩るコミュニティ・アートである政治・記
憶壁画を調査した。 
	
 とくに、小なアイルランド系コミュニティ
が巨大なイギリス系コミュニティに囲まれ
ている東ベルファストにて集中的な調査を
行い、両コミュニティの壁画に描かれる共通
の歴史的ランド・マーク（過去に豪華客船タ
イタニック号を建造した造船所の巨大クレ
ーン）ついて調査した。このクレーンは、イ
ギリス系コミュニティにとってはイギリス
帝国のかつての威光を象徴するものであっ
たが、アイルランド系コミュニティにとって
は、その輝かしい記憶のみならず、長らくア
イルランド系住民が受けてきた植民地支配
や差別とも結びついたものである。だがこの
ランド・マークは、両コミュニティの和解へ
の希望の象徴として用いられることもあり、
その様子からは、風景が多様な意味に開かれ
ながらも、人々と土地とのあらがいようのな
い結びつきを示していることが明らかにな
った。 
 

	
 
図１。ベルファストのクレーンの壁画。イギ
リス系の武装グループにより一般市民が殺
害されたパブの壁面に描かれている。	
 
	
 
	
 
（２）チリのタペストリー、アルピジェラに
ついての調査。	
 
	
 アルピジェラはアウグスト・ピノチェトに
よる軍事独裁体制期（1973-1990 年）のチリ
で貧困地区ポブラシオンにて作られはじめ
たもの。暴力的な政治弾圧が行われ、貧富の
格差が拡大し、失業問題が深刻化するなかで、
女性たちが自分のもつ技術である裁縫・手芸
を通じて、社会的・政治的な経験を描きはじ
めたものである。	
 
	
 研究代表者は、北アイルランド調査をつう
じて、北アイルランド在住のチリ出身キュレ
ーター、ロベルタ・バチチ氏と知り合い、紛
争や政治暴力を経験した世界の各地で関心
を集めているアルピジェラのことを知るに
至った。アルピジェラは、ことば以外の手法
で政治暴力や経済暴力の経験を国内外に伝
えていった証言媒体であり、フェアトレード
品であり、アートであるが、そこにはアンデ
スの山や貧困地区特有の風景など、人々の
「故郷」や「地元」の感覚と結びついた風景
モチーフが多く描かれている。この点を興味
深く感じ、彼女が関わる北アイルランドのコ



レクションから、アルピジェラの調査を行っ
た。また、日本におけるチリ人民連帯運動の
なかで多数のアルピジェラが購入され、長野
県の大島博光記念館に所蔵されていること
をつきとめ、所蔵作品約 120 点の調査も、バ
チチ氏とともに行った。	
 
	
 2016年9月にはサンティアゴで現地調査を
行い、アルピジェラ製作者や、貧困地区の調
査を行った。	
 
	
 2016 年初頭からは、東北学院大学の研究者
ならびに仙台市近隣にてキュレーションや
編集などの領域で活動する市民と「記憶風景
を縫う」実行委員会を結成。2017 年度にアル
ピジェラの展覧会を行うべく、準備のための
活動を開始した。その中で、市民公開勉強会
開催、チリのサンティアゴや東北の津波被災
地・原発事故の影響下にある地域の調査など
を行った。	
 
	
 
	
 

図２。チリのアルピジェラ。貧民区特有の風
景を背景に地区の炊き出しが描かれる	
 
	
 
（３）東日本大震災や本プロジェクトは長期
紛争の記憶と風景イメージをめぐるもので
あったが、参考として、天災の経験と、その
経験にまつわる記憶イメージについても研
究を行った。具体的には、東北学院大学トポ
フィリアプロジェクト（代表：現上智大学准
教授植田今日子氏）による気仙沼市唐桑町で
の調査に参加し、住民たちの生活史を聞き取
り、津波によって失われた風景や、かつて栄
えた町の姿を、絵地図として描き起こす企画
に関わった。	
 
	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 北アイルランドの長期紛争の記憶につい
ての研究成果は、単著ならびに学会発表とし
て成果を発表した（学会発表①、②、③、図
書③、④）。	
 
	
 チリのタペストリー、アルピジェラの研究
については、2017 年の仙台・京都・長崎での
展示で、その成果が公開される。仙台の会場
は東京エレクトロンホール宮城、5-6 月にか
けての２週間の開催で、約 600 名の来場者が
あった。京都は同志社大学にて７月初旬に開
かれ、約 10 日間の会期である。長崎の会場

は長崎県美術館であり、8 月末から 9 月初頭
にかけて約１週間の開催となる。全体で 1500
名程度の来場者を予期している。この展覧会
は研究成果発信の場であるだけでなく、災禍
の記憶の伝承において「展示」および「自ら
と遠い経験のように見える表現について学
ぶこと」がもつ可能性を考察する研究活動で
もある。なお展覧会にあわせ、作品図録を出
版した（図書①）。アルピジェラ制作の歴史
的・政治的背景にかんするラテンアメリカ研
究者のエッセイや、東日本大震災や福島原発
事故にとって記憶風景がもつ意味について
問うインタビュー記事などを掲載している。	
 
	
 前項目（３）のトポフィリアプロジェクト
については、２年間の調査活動ののち、成果
出版物がまとめられた（図書⑥）。また、津
波被災地においては過去の風景や情景をう
つした写真がきわめて貴重であるため、調査
の過程で入手した写真を写真集の形態でま
とめ、調査協力者の語り手に手渡している。	
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